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『古今和歌集男性特有表現一覧（改訂版）』
――N−gram分析による古典研究のこれまでとこれから――
近 藤 みゆき
本表は拙論「nグラム統計処理を用いた文字列分析による日本古典文学の研
究―『古今和歌集』の「ことば」の型と性差」（千葉大学『人文研究』２９号２０００
年３月）に付表として掲載した「古今和歌集男性特有表現一覧」の改訂版であ
る。同「一覧」とは、古今集の男性歌に特有な「ことば」で、n＝３～７グラ
ム、出現頻度２以上の意味をなす文字列の一覧である。同論文の論文部分は拙
著『古代後期和歌文学の研究（１）』に加筆収載したが、同「一覧」は収載しな
かった。よって今回その改訂版を記すにいたったのであるが、その際、改訂し
た点、並びに改訂理由は以下の通りである。
Ⅰ 用例数を計り直し、一部数値に誤りのあったものをあらためた。
Ⅱ 文字列の中で、単語連接（複合語・複合辞など）を形成している場合、
単語連接の一部である単語と、連接した文字列のそれぞれが用語例として
有効であると判断したものついては、二重取りになるが、それぞれの語形
を掲出した。
Ⅲ 平安和歌においてその語形以外確認できなかった複合文字列に関しては、
その複合文字列の語形のみを掲出した。
（例）「あきはかぎり」と「あきはかぎりと」：平安和歌の語形においては、
データ検索をした結果（但し検索は『新編国歌大観』CD−ROMによる）、
すべて単語連接である「あきはかぎりと」の語形をとっており、「あき
はかぎり」の語形は確認できなかった。このような場合に関しては、
「あきはかぎりと」のみを掲出した。
上記のⅡについては、具体例に則してさらに詳細に述べておきたい。文字列
分析で特有語を抽出すると、たとえば「おもほゆ」「おもほゆる」「おもほゆる
（１）
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か」「おもほゆるかな」と、１文字ずつ連続して増えていく過程の語形がすべ
て抽出される。以上４種の語形はいずれも女性の和歌には出現しない訳である
が、男性のみに出現する和歌２首での内容はいずれも「おもほゆるかな」と
なっている。文字列分析結果として厳密を期するならば単語連接の「おもほゆ
るかな」のみを残して他は削除するということにもなるが、しかし、単語とし
て用例数の多い「おもほゆ」を掲出しないとかえって弊害も生じてしまう。活
用形の「おもほゆる」、さらにそれに「かな」の前半が続く「おもほゆるか」
は中間的語形として削除してよいが、「おもほゆ」まで削除してしまうと、古
今集男性独自表現には「おもほゆ」という単語は無いことになってしまうので
ある。単語としての「おもほゆ」も男性特有語である訳であるから、それは古
今集男性語を、他集の用語と調査・比較する際、不正確な結果をもたらしてし
まうと考えられよう。したがって上記４種の文字列のうち、単語としての「お
もほゆ」、単語連接としての「おもほゆるかな」の２種をとることが有効と判
断し、『一覧』に掲出した。他、同様の例としては、以下のようなものがある。

「あだなる」・「あだなるもの」・「あだなるものと」

「おいにける」・「おいにけるかな」

「おもひける」・「おもひけるかな」

「おほかるのべ」・「おほかるのべに」

「ささのは」・「ささのはにおく」

「しるらめ」・「しるらめや」

「しろたへ」・「しろたへの」「しろたへのそで」

「たつたのやま」・「たつたのやまの」

「なりにける」・「なりにけるかな」

「ひとだのめ」・「ひとだのめなる」

「ひとのかたみ」・「ひとのかたみか」

「ふりわけ」・「ふりわけて」

「みえわたる」・「みえわたるかな」
文字列分析ならでこそ得られる「ことばの型（２）」と、当該文字列に含まれる
「単語」の双方が、表現研究には必要ということになろう。単語と単語連接の
認定には様々な見解があるので、以上の基準に異論もあり得るであろうし、ま
た稿者自身も再度の改訂を加える事になるかもしれないが、今回の改訂版を
もって、『古今集』における「男性特有表現」の確定版として提示したい。こ
（２）
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れらの単語・単語連接を一つの尺度として、古典和歌という言語表象における
性差の問題を検討する際の一助となれば幸いである。
………………………………
さて、旧稿発表時から現在までの１１年間に、言語研究に N−gram＊分析を用
いるためのツールや手法は大きく進歩してきた。以下、この１１年間での進歩と
今後の課題について述べておきたい。
N−gram統計とはシャノンの情報理論からはじまった言語分析のための理論
である（３）。その理論から、日本においても海外においても広く言語研究のため
に使われてきた。特に、長尾眞・森信介は日本語の大規模テキストデータに対
して高速に算出するソフトウェアを、１９９３年というごく初期に開発した（４）。旧
稿では、そのソフトウェアを活用し、『古今和歌集』を男性・女性・読人しら
ずの三種のデータに分割し、文字列総比較を行った。そこから古今集の「こと
ば」における、男女の別―ジェンダー的問題を導いたものであった。以後１１年
の間に、N−gram分析によった文字列比較についてのソフトウェアにおいて、
特に大きく進歩した点として次のようなことがある。
１．２種類のテキストデータの比較に限られていたものが、現在では、複数
―たとえば２０種類―のテキストデータの比較が可能になった。
２．UNIXワークステーションだけではなく、Windows等、他の OSでも利
用可能となった。
３．出力形式を自由に変更し Excel形式にも出力結果を容易に変換出来るよ
うになった。
△以上が具体的にどのようなものであるのかは、サンプルとして掲載した
別表１・２を参覧されたい。同２種の表は、曾祢好忠に始まる初期定数
歌１６種を一気に比較したものである。紙幅の関係上、うち１２種までの１
ページ分を掲載した。別表１は、１２種の定数歌を総比較したもの、別表
２は、そのデータを Excelの機能の一つであるフィルター機能を使用し
て処理し、好忠百首と源順百首に共通する文字列だけを取り出し、表示
したものである。フィルターの設定によって、好忠百首と源順百首に
あって三百六十首歌にはない文字列、三百六十首歌と和泉百首・重之女
百首・初事歌群に共通する文字列など、研究目的に応じたデータを、瞬
時に取り出すことが出来る。
（３）
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すなわち、２０００年の拙稿執筆時には、一度に比較することの出来るデータは
２種類までであり、かつ UNIXワークステーションでしかソフトを動かすこと
が出来なかった。また結果データの出力もテキストファイルか、一太郎、Word
などのワープロソフトに限られていた。それに対して、UNIXではなくWindows
においても、たとえば八代集―すなわち８種類のテキストデータ―を、一気に
文字列総比較し、結果を Excelなど表計算ソフトに出力することが可能になっ
たのである（５）。これら利便性の向上したツールを用いて、稿者は「ことば」に
おける男性性・女性性の問題だけでなく、初期百首歌の成立と展開、あるいは
成立時期の推定、また詠作者不明であった百首の作者推定など、文字列総比較
を用いなければ説得的な立証が出来なかったであろう問題についても論を重ね
ているが（６）、今年度からは、本校の大学院授業で指導と教育を始めた。
具体的には『万葉集』『古今集』『後撰集』『拾遺集』を総比較し、各集の共
通文字列や独自文字列を抽出、分析することを指導しているが、当初は N−gram
分析によって得られる膨大なデータ量にとまどっていた院生たちが、Excelの
機能を活用することなどで、負担を軽減し、データと向き合う忍耐を重ねて、
この半期間で各自の観点から問題の糸口までたどりつけるようになった。平安
和歌専攻の院生はもとより、日本語日本語教育学を専攻する院生や、上代文学
を専門とする院生諸姉も受講しているが、同じデータ結果を対象としながら、
全員がみな異なる着眼点を見出し、かつ和歌の「ことば」に関する感覚が一気
に向上した。このことは、稿者の予想を上回る嬉しい誤算であった。そもそも
文字列総比較から自分なりの問題点を見出し論じていくには、着目した文字列
からそれぞれのもとの和歌に戻って比較するという、忍耐力の試される作業が
必須である。結果を得るには、多数の「和歌」を繰り返し熟読、吟味せねばな
らない。その過程において、院生たちは和歌の「ことば」についての感覚を鋭
くしていったのであろう。
２０００年の拙稿発表時、この手法に対して「コンピュータが瞬時に結果をだし
てくれる夢の手法」あるいは反対に「コンピュータで和歌は理解できない」、
「同じデータを扱うと結局誰が行っても同じような論しか成り立たない」など
の言葉を耳にした。しかし、N−gramによった文字列総比較とは、コンピュー
タが容赦なくもたらす大量の「文字列」に即して、徹底して和歌を読む、ある
種の究極の読みの手法なのである。そしてその読みの手法がもたらす新しい着
眼点は、研究者の問題意識のあり方によって千差万別であることを、院生指導
を通して改めて実感したことを記しておく。
（４）
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N−gram分析のためのソフトやツールは日進月歩である（７）。それらを用いな
がら、稿者自身もこの面での研究も進めたい。それとともに、古典文学研究の
分野において、多方面の研究者のアプローチがなされる時代の来ることを期待
したい。
＊旧稿では当時の表記にならい「n−gram」としていたが、その後この分
析が他の学問領域においても多く利用される過程で、「N−gram」と表記
することが一般的となった。よって本稿でも「N−gram」の表記をとる
こととする。
〈注〉
（１）『古代後期和歌文学の研究』（風間書房 ２００５）。
（２）近藤みゆき注（１）参照。従来的形単語の枠としてではなく「こころかな」「ここ
ろなりけり」「こころをひとに」など、N−gram総比較で得た単語連接の語形を
意味あるものとして捉え、「ことばの型」という概念で論じている。
（３）Claude E. Shannon & Warren Weaver, The Mathematical Theory Of Communication,
The University Of Illinois Press、１９４９、日本語訳版は『通信の数学的理論』（『ち
くま学芸文庫』 ２００９）。
（４）長尾眞・森信介「大規模日本語テキストの Nグラム統計の作り方と語句の自動
抽出」（『自然言語処理』９６巻１号、１９９３）。
（５）稿者の研究では、N−gramによる文字列総比較とその結果をエクセルに書き出す、
近藤泰弘（青山学院大学）が開発したソフトウェアを用いている。
（６）近藤みゆき「古今風の継承と革新―初期定数歌論―」（『古今和歌集研究集成』
第３巻 風間書房 ２００４）、「反古今的「ふるまい」の構築―曾禰好忠「「三百六
十首歌」試論―」（岩波『文学』（第６巻４号） ２００５）、「『恵慶百首』試論―N−gram
分析によって見た「返し」の特徴と成立時期の推定―」（久保木哲夫編『古筆と
和歌』笠間書院 ２００８）、「「走湯百首」試論―誰が「権現返歌百首」を詠じたか
―」（『国文目白』第４９号〈後藤祥子名誉教授 学長退任記念号〉 ２０１０・２）な
ど。
（７）近時の新動向としては、いわゆる「単位切り」（形態素解析）の自動化のための
環境が急速に整ってきている。そもそも古典語の単位切りと品詞付け作業は、
従来は手作業で行うしかなかったが、コンピュータによる単位切り（形態素解
析）の技術の進歩によって、全文を平仮名に開く必要なしに、かなりの高精度
（９７パーセント以上）で、古典語の単位切りをした上に、品詞付け作業まで行う
ことが自動化ができるようになったのである。具体的には工藤拓（Google社）
（５）
―２９４―
の開発した形態素解析ソフトウェアの「mecab」と、小木曽智信（国立国語研究
所）等の開発した解析辞書の「中古和文 Unidic」を組み合わせて使うことで上記
のことが行える。いずれも研究者向けに一般公開されている。
なおこれらのソフトについて解説した小木曽のサイトの URLは、
http : //www２．ninjal.ac.jp/lrc/index.php?UniDic。
また、注（５）の近藤泰弘の N−gram総比較 Excel対応ソフトは、
http : //www.japanese.gr.jp/tools/ngmerge（２種あるうちの ngmerge（Ver１．２, CSV ver-
sionがそれに当たる）で入手出来る。
一方、『古今和歌集』に限ってのデータベースでも特に学術的なものとして、
山元啓史（東京工業大学）によって作成された『古今和歌集データベース』が
ある。
このデータベースは、古今集歌の原表記、仮名表記、岩波仮名表記、ローマ
字表記、英語翻訳、品詞解析データ、作者名、作者名標準表記、作者の性別
（男性・女性・読人しらずの３分類）を収録し、さらに作者別の集計や性別によ
る歌の分類、分析をすることのできる非常に利用価値の高いものである。是非
アクセスされたい。URLは http : //etymology.jp/gromit−the−db/KW/
現在はこのような展開のただ中にあるのであり、今後、文字列総比較データ
と形態素解析データを車の両輪として活用するならば、古典文学の表現研究に
は、さらに新たな可能性が開かれるであろう。
（６）
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―２９２―
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―２９１―
古今和歌集男性特有表現一覧（改訂版）
文字列 男性 女性 読人しらず
１ をみなへし １６ ０ ３
２ こころを １４ ０ ８
３ しらゆき １３ ０ １
４ みだれ １３ ０ ６
５ もみぢば １３ ０ ９
６ ながれ １２ ０ ４
７ まさり １２ ０ ０
８ むかし １２ ０ ６
９ よしの １２ ０ １５
１０ あきのの １０ ０ ４
１１ うめのはな １０ ０ ７
１２ かりける １０ ０ ６
１３ しらくも ９ ０ １
１４ とおもひ ９ ０ ２
１５ もあるか ９ ０ ４
１６ かりけり ８ ０ ３
１７ しらつゆ ８ ０ ４
１８ たれか ８ ０ １
１９ ならなくに ８ ０ ２
２０ にしき ８ ０ ２
２１ あしひきの ７ ０ １２
２２ あしひきのやま ７ ０ １２
２３ ありけれ ７ ０ ３
２４ みやま ７ ０ ２
２５ あかず ６ ０ ５
２６ あるかな ６ ０ ３
２７ からに ６ ０ ３
２８ しらたま ６ ０ １
２９ しらやま ６ ０ ０
３０ たつたがは ６ ０ ２
３１ たなばた ６ ０ １
３２ ちとせ ６ ０ ３
３３ ちはやぶる ６ ０ ３
３４ つれなき ６ ０ １
３５ なければ ６ ０ ３
３６ よしののやま ６ ０ ５
３７ あづさゆみ ５ ０ １
３８ あふこと ５ ０ ７
３９ あまのかは ５ ０ ６
４０ あらたまの ５ ０ １
４１ うつせみ ５ ０ ４
４２ おもふこころ ５ ０ ２
４３ かけて ５ ０ ３
４４ かたみ ５ ０ ４
４５ かみなづき ５ ０ ２
（９）
―２９０―
４６ かよひぢ ５ ０ ０
４７ かれぬ ５ ０ ２
４８ きのふ ５ ０ ３
４９ くもあるか ５ ０ ０
５０ くもゐ ５ ０ ２
５１ こころぞ ５ ０ ０
５２ しなければ ５ ０ ２
５３ しるひと ５ ０ ２
５４ ぞちりける ５ ０ ０
５５ たまのを ５ ０ ２
５６ ちはやぶるかみ ５ ０ ０
５７ なきひと ５ ０ ４
５８ なびく ５ ０ ２
５９ にこそありけれ ５ ０ ３
６０ にほひ ５ ０ ２
６１ はなぞちりける ５ ０ ０
６２ はるのやまべ ５ ０ ０
６３ ひとつ ５ ０ ４
６４ ふくかぜ ５ ０ ６
６５ まにまに ５ ０ １
６６ みだれて ５ ０ ５
６７ やどの ５ ０ ４
６８ やまかぜ ５ ０ ０
６９ やまのさくら ５ ０ １
７０ やまのは ５ ０ ２
７１ よろづよ ５ ０ ２
７２ わかな ５ ０ ３
７３ わたらむ ５ ０ ２
７４ あかぬ ４ ０ １
７５ あきぎり ４ ０ ３
７６ あきはぎ ４ ０ ５
７７ あだな ４ ０ ２
７８ あらし ４ ０ １
７９ いつか ４ ０ ０
８０ いづら ４ ０ １
８１ いろまさり ４ ０ ０
８２ おもひき ４ ０ ０
８３ おもへども ４ ０ ６
８４ おもほゆ ４ ０ ２
８５ おもほゆるかな ４ ０ １
８６ がてに ４ ０ ２
８７ きりぎりす ４ ０ ２
８８ くれて ４ ０ ２
８９ けふは ４ ０ ０
９０ こひしかり ４ ０ ２
９１ こひしかる ４ ０ １
９２ こひは ４ ０ ４
（１０）
―２８９―
９３ こひも ４ ０ ３
９４ こふる ４ ０ ３
９５ ころかな ４ ０ １
９６ さける ４ ０ ４
９７ さとは ３ ０ ４
９８ さむみ ４ ０ ０
９９ しげき ４ ０ ３
１００ すみのえ ４ ０ ２
１０１ そぼち ４ ０ １
１０２ そめけむ ４ ０ ２
１０３ たなびく ４ ０ １
１０４ ちかく ４ ０ ４
１０５ ちぐさ ４ ０ ２
１０６ つひに ４ ０ ２
１０７ つもり ４ ０ １
１０８ つもれ ４ ０ １
１０９ ところ ４ ０ ０
１１０ なかりせば ４ ０ ０
１１１ なみだがは ４ ０ ２
１１２ にけるかな ４ ０ １
１１３ ぬべし ４ ０ ２
１１４ はかなく ４ ０ ０
１１５ はつしも ４ ０ ０
１１６ はるか ４ ０ ２
１１７ はるさめ ４ ０ ４
１１８ ふぢばかま ４ ０ ０
１１９ まさりける ４ ０ ０
１２０ まどひ ４ ０ ２
１２１ みえな ４ ０ ０
１２２ みえぬ ４ ０ ２
１２３ みえね ４ ０ ０
１２４ むかしの ４ ０ １
１２５ やまたかみ ４ ０ ２
１２６ やまのもみぢ ４ ０ １
１２７ わけて ４ ０ ３
１２８ わすれぐさ ４ ０ ２
１２９ わびびと ４ ０ ０
１３０ あきのこのは ３ ０ １
１３１ あはで ３ ０ ０
１３２ あふよし ３ ０ ２
１３３ あへぬ ３ ０ ０
１３４ あまのかはら ３ ０ ２
１３５ あやまたれける ３ ０ ０
１３６ あらたまのとし ３ ０ ０
１３７ ありあけ ３ ０ ０
１３８ あれど ３ ０ ４
１３９ いたく ３ ０ １
（１１）
―２８８―
１４０ いまこむと ３ ０ ０
１４１ いまぞ ３ ０ ２
１４２ いまも ３ ０ ３
１４３ いろにいで ３ ０ ３
１４４ うちつけに ３ ０ ０
１４５ おとづれ ３ ０ １
１４６ おとはやま ３ ０ ０
１４７ おほかたは ３ ０ １
１４８ おもはぬ ３ ０ ５
１４９ おもふこころは ３ ０ １
１５０ おもふひと ３ ０ ２
１５１ かぎりと ３ ０ １
１５２ かくすらむ ３ ０ ０
１５３ かぜふく ３ ０ ０
１５４ かとぞみる ３ ０ ０
１５５ かとのみ ３ ０ ０
１５６ かへるやま ３ ０ ０
１５７ かよふ ３ ０ ０
１５８ かりがね ３ ０ ２
１５９ かりけれ ３ ０ １
１６０ かりそめ ３ ０ ０
１６１ かるべき ３ ０ １
１６２ きくのはな ３ ０ ０
１６３ きみをのみ ３ ０ ０
１６４ くものい ３ ０ ０
１６５ くるしき ３ ０ ３
１６６ けふに ３ ０ ０
１６７ ここら ３ ０ １
１６８ こころから ３ ０ ０
１６９ こそわたれ ３ ０ １
１７０ ごとく ３ ０ １
１７１ ことならば ３ ０ １
１７２ ごとも ３ ０ ０
１７３ こひしきものを ３ ０ １
１７４ こひもするかな ３ ０ ３
１７５ こひやわたらむ ３ ０ １
１７６ こひわたる ３ ０ １
１７７ こほり ３ ０ ３
１７８ こよひ ３ ０ ４
１７９ さかり ３ ０ ３
１８０ さきにけり ３ ０ ０
１８１ さくらばなちる ３ ０ ０
１８２ さびし ３ ０ ０
１８３ さへぞ ３ ０ １
１８４ さへや ３ ０ １
１８５ さみだれ ３ ０ ０
１８６ しらねども ３ ０ ０
（１２）
―２８７―
１８７ しられぬ ３ ０ ０
１８８ そのかみ ３ ０ ２
１８９ そめし ３ ０ １
１９０ たちかへり ３ ０ ２
１９１ たちわかれ ３ ０ ０
１９２ たむく ３ ０ ０
１９３ たむけ ３ ０ ０
１９４ ちらす ３ ０ ０
１９５ ちりぬる ３ ０ １
１９６ つきかげ ３ ０ ２
１９７ つもれる ３ ０ １
１９８ てるひ ３ ０ ０
１９９ とこたへよ ３ ０ ０
２００ としごとに ３ ０ ０
２０１ とてか ３ ０ ０
２０２ ながらへて ３ ０ ０
２０３ なかりけり ３ ０ ０
２０４ なきこそわたれ ３ ０ ０
２０５ なくこゑ ３ ０ １
２０６ なくなる ３ １ ５
２０７ なくね ３ ０ ０
２０８ なにはの ３ １ ０
２０９ なみだなり ３ ０ ２
２１０ ならで ３ ０ １
２１１ なりな ３ ０ ２
２１２ なりにけり ３ ０ １
２１３ なれど ３ ０ １
２１４ にしられぬ ３ ０ ０
２１５ ばかりぞ ３ ０ ０
２１６ はつしもの ３ ０ ０
２１７ はなすすきほに ３ ０ ０
２１８ はなのかげ ３ ０ ０
２１９ はるがすみたち ３ ０ １
２２０ はるくれば ３ ０ ０
２２１ はるのの ３ ０ ０
２２２ はるのひ ３ ０ ０
２２３ ひととせ ３ ０ １
２２４ ふかき ３ ０ ４
２２５ ふかくさ ３ ０ ０
２２６ ふるなみだ ３ ０ １
２２７ ほととぎすなく ３ ０ ２
２２８ ほにいでて ３ ０ １
２２９ ほのか ３ ０ ０
２３０ まさりけり ３ ０ ０
２３１ まされる ３ ０ ０
２３２ まじり ３ ０ １
２３３ まだき ３ ０ ２
（１３）
―２８６―
２３４ まよふ ３ ０ ０
２３５ みえし ３ ０ ０
２３６ みえず ２ ０ ２
２３７ みどり ３ ０ １
２３８ みねに ３ ０ １
２３９ みのう ３ ０ ２
２４０ めづらし ３ ０ ２
２４１ めもはる ３ ０ ０
２４２ ものをおもふ ３ ０ １
２４３ やまがくれ ３ ０ ０
２４４ やまだ ３ ０ ２
２４５ やまぢ ３ ０ ０
２４６ やまぶき ３ ０ ３
２４７ ゆきふれば ３ ０ ０
２４８ ゆくらむ ３ ０ ０
２４９ よしのがは ３ ０ ２
２５０ よそにのみ ３ ０ ０
２５１ よをさむみ ３ ０ ０
２５２ わがこころ ３ ０ １
２５３ わがごと ３ ０ ２
２５４ わがこひは ３ ０ １
２５５ わびしき ３ ０ ３
２５６ われさへ ３ ０ ０
２５７ われのみ ３ ０ １
２５８ をしむ ３ ０ １
２５９ あかし ２ ０ ０
２６０ あかずして ２ ０ ２
２６１ あかで ２ ０ １
２６２ あきくれど ２ ０ ０
２６３ あきのやま ２ ０ ０
２６４ あきはかぎりと ２ ０ ０
２６５ あきはぎのはな ２ ０ ０
２６６ あけぬとて ２ ０ ０
２６７ あさぎり ２ ０ １
２６８ あさま ２ ０ ０
２６９ あさみ ２ ０ １
２７０ あだなる ２ ０ ０
２７１ あだなるもの ２ ０ ０
２７２ あだなるものと ２ ０ ０
２７３ あたる ２ ０ ０
２７４ あづさゆみはる ２ ０ ０
２７５ あはまし ２ ０ ０
２７６ あふさかのせき ２ ０ １
２７７ あふよしもがな ２ ０ ０
２７８ あまつそら ２ ０ １
２７９ あまびこの ２ ０ ０
２８０ あめふれば ２ ０ ０
（１４）
―２８５―
２８１ ありあけのつき ２ ０ ０
２８２ ありとはきけど ２ ０ ０
２８３ ありながら ２ ０ ０
２８４ いかにして ２ ０ ０
２８５ いくか ２ ０ １
２８６ いそのかみふる ２ ０ １
２８７ いづこ ２ ０ ２
２８８ いつしかと ２ ０ ０
２８９ いづち ２ ０ １
２９０ いづちゆくらむ ２ ０ ０
２９１ いでじ ２ ０ １
２９２ いでつ ２ ０ ０
２９３ いでぬ ２ ０ ２
２９４ いにしへ ２ ０ ２
２９５ いふなり ２ ０ ０
２９６ いろにはいでじ ２ ０ １
２９７ いろのちぐさに ２ ０ １
２９８ いろもかも ２ ０ ０
２９９ うきくさのうき ２ ０ ０
３００ うきとき ２ ０ １
３０１ うちはへて ２ ０ １
３０２ うのはな ２ ０ １
３０３ うらみても ２ ０ ０
３０４ おいにける ２ ０ ０
３０５ おいにけるかな ２ ０ ０
３０６ おいらく ２ ０ ０
３０７ おくしも ２ ０ ０
３０８ おくしらつゆ ２ ０ １
３０９ おくはつしも ２ ０ ０
３１０ おくやま ２ ０ ４
３１１ おとにききつつ ２ ０ ０
３１２ おなじ ２ ０ ２
３１３ おほかるのべ ２ ０ ０
３１４ おほかるのべに ２ ０ ０
３１５ おもはず ２ ０ ３
３１６ おもはぬとき ２ ０ ０
３１７ おもはまし ２ ０ ０
３１８ おもはむひと ２ ０ ０
３１９ おもひおき ２ １ ０
３２０ おもひきや ２ ０ ０
３２１ おもひきゆ ２ ０ ０
３２２ おもひきゆらむ ２ ０ ０
３２３ おもひけむ ２ ０ ０
３２４ おもひける ２ ０ ０
３２５ おもひけるかな ２ ０ ０
３２６ おもひこし ２ ０ ０
３２７ おもひそめ ２ ０ ３
（１５）
―２８４―
３２８ おもひぬる ２ ０ ０
３２９ おもふころかな ２ ０ ０
３３０ おもほえなくに ２ ０ ０
３３１ かぎりは ２ ０ １
３３２ かくしつつ ２ ０ ２
３３３ かくれぬのした ２ ０ ０
３３４ かさとり ２ ０ ０
３３５ かすがのの ２ ０ １
３３６ かぜのおと ２ ０ １
３３７ かぜふくごとに ２ ０ ０
３３８ かなしかり ２ ０ １
３３９ かなしけれ ２ ０ ０
３４０ かむなび ２ ０ ３
３４１ かよひて ２ ０ ０
３４２ かよへる ２ ０ ０
３４３ からくれなゐ ２ ０ １
３４４ かれなくに ２ ０ ０
３４５ きえかへり ２ ０ ０
３４６ ききつつ ２ ０ ０
３４７ ききわたる ２ ０ ０
３４８ きみがため ２ ０ ０
３４９ きみこふる ２ ０ ０
３５０ きりぎりすなく ２ ０ ０
３５１ くさき ２ ０ １
３５２ くさのうへ ２ ０ １
３５３ くさのは ２ ０ １
３５４ くさば ２ ０ ２
３５５ くさもきも ２ ０ ０
３５６ くもり ２ ０ ２
３５７ くらす ２ ０ ０
３５８ くらぶのやま ２ ０ ０
３５９ くらぶやま ２ ０ ０
３６０ くれたけのよよ ２ ０ ０
３６１ けふにや ２ ０ ０
３６２ けふの ２ ０ ０
３６３ けふや ２ ０ ０
３６４ けらし ２ ０ １
３６５ こえくれば ２ ０ ０
３６６ こえぬべらなり ２ ０ ０
３６７ こきたれて ２ ０ ０
３６８ こころかな ２ ０ ０
３６９ こころなりけり ２ ０ ０
３７０ こころをひとに ２ ０ ０
３７１ こしぢ ２ ０ ０
３７２ こしのしらやま ２ ０ ０
３７３ こそかなしけれ ２ ０ ０
３７４ こそみえね ２ ０ ０
（１６）
―２８３―
３７５ このもと ２ ０ １
３７６ こひしかりける ２ ０ ２
３７７ こひしかるべき ２ ０ １
３７８ こひしと ２ ０ ０
３７９ こひつつ ２ ０ １
３８０ こひはし ２ ０ ２
３８１ こひむと ２ ０ １
３８２ こまつ ２ ０ ０
３８３ ころもで ２ ０ ２
３８４ こゑきけば ２ ０ １
３８５ さきけり ２ ０ ０
３８６ さきそめし ２ ０ ０
３８７ さくはな ２ ０ １
３８８ さくらむ ２ ０ ０
３８９ ささのは ２ ０ ２
３９０ ささのはにおく ２ ０ ０
３９１ さだめ ２ ０ ４
３９２ さびしくも ２ ０ ０
３９３ さほの ２ ０ ０
３９４ さみだれのそら ２ ０ ０
３９５ さむく ２ ０ ０
３９６ さやかに ２ ０ １
３９７ さよふけて ２ ０ １
３９８ ざりけり ２ ０ ２
３９９ したにかよひて ２ ０ ０
４００ したば ２ ０ １
４０１ しづこころ ２ ０ ０
４０２ しのび ２ ０ ２
４０３ しらかは ２ ０ ０
４０４ しらぎく ２ ０ ０
４０５ しらくものたえ ２ ０ ０
４０６ しらまし ２ ０ ０
４０７ しられず ２ ０ ０
４０８ しりぬる ２ ０ ０
４０９ しるく ２ ０ ０
４１０ しるべく ２ ０ ０
４１１ しるらむ ２ ０ ０
４１２ しるらめ ２ ０ ４
４１３ しるらめや ２ ０ ３
４１４ しれぬ ２ ０ ２
４１５ しろたへ ２ ０ ２
４１６ しろたへの ２ ０ ０
４１７ しろたへのそで ２ ０ ０
４１８ すぎがてに ２ ０ ０
４１９ すまむ ２ ０ ０
４２０ すみか ２ ０ ２
４２１ すみぞめ ２ ０ ２
（１７）
―２８２―
４２２ すみのえのきし ２ ０ １
４２３ すみのえのまつ ２ ０ １
４２４ せみのはの ２ ０ ０
４２５ そらもとどろに ２ ０ ０
４２６ それともみえず ２ ０ ０
４２７ たかさごの ２ ０ １
４２８ たがため ２ ０ ０
４２９ たぐへて ２ ０ ０
４３０ たちいでて ２ ０ ０
４３１ たちかくす ２ ０ ０
４３２ たちなむ ２ ０ ０
４３３ たちばな ２ ０ ３
４３４ たつたのやま ２ ０ １
４３５ たつたのやまの ２ ０ ０
４３６ たなびくやまの ２ ０ １
４３７ たびね ２ ０ １
４３８ たむくる ２ ０ ０
４３９ たれかしらまし ２ ０ ０
４４０ たれかは ２ ０ ０
４４１ ちぐさに ２ ０ １
４４２ ちよに ２ ０ ３
４４３ ちよも ２ ０ ０
４４４ ちらず ２ ０ ０
４４５ ちらばちらなむ ２ ０ ０
４４６ ちるはなごとに ２ ０ ０
４４７ つきのかつら ２ ０ ０
４４８ つくからに ２ ０ １
４４９ つれもなきひと ２ ０ ２
４５０ といふなる ２ ０ ０
４５１ ときなき ２ ０ ０
４５２ としのうち ２ ０ ０
４５３ としふる ２ ０ ０
４５４ としふれば ２ ０ ０
４５５ とぞなく ２ ０ １
４５６ とどめむ ２ ０ ３
４５７ とどめよ ２ ０ ０
４５８ とのみぞ ２ ０ ２
４５９ とのみふる ２ ０ ０
４６０ とはきけど ２ ０ ０
４６１ とはなしに ２ ０ ０
４６２ とまらぬ ２ ０ ０
４６３ とまるべく ２ ０ ０
４６４ とみゆらむ ２ ０ ０
４６５ とみるまで ２ ０ ０
４６６ ともみえず ２ ０ ０
４６７ とやいはむ ２ ０ ２
４６８ とやみむ ２ ０ ０
（１８）
―２８１―
４６９ なかなかに ２ ０ ０
４７０ なかりける ２ ０ ０
４７１ なきこころ ２ ０ ０
４７２ なきわたる ２ ０ ２
４７３ なくしかの ２ ０ ２
４７４ なくなみだ ２ ０ ０
４７５ なつくさ ２ ０ ０
４７６ なつごろも ２ ０ ０
４７７ なつむし ２ ０ １
４７８ なとりがは ２ ０ １
４７９ なにはがた ２ ０ １
４８０ なにをうしと ２ ０ ０
４８１ なにをか ２ ０ １
４８２ なのたつ ２ ０ １
４８３ なみだなりけり ２ ０ ２
４８４ なりなむ ２ ０ ０
４８５ なりにける ２ ０ １
４８６ なりにけるかな ２ ０ １
４８７ なりにし ２ ０ １
４８８ なりまさる ２ ０ ０
４８９ ぬぎかけし ２ ０ ０
４９０ ぬしやたれ ２ ０ ０
４９１ はぎのはな ２ ０ ０
４９２ はつしものおき ２ ０ ０
４９３ はなのかげかは ２ ０ ０
４９４ はなより ２ ０ ０
４９５ はるたてば ２ ０ １
４９６ はるるときなき ２ ０ ０
４９７ ひごと ２ ０ ０
４９８ ひさかたのあま ２ ０ ２
４９９ ひさかたのつき ２ ０ ０
５００ ひさし ２ ０ ２
５０１ ひとさへ ２ ０ ０
５０２ ひとしるらめや ２ ０ ２
５０３ ひとしれぬ ２ ０ ２
５０４ ひとだのめ ２ ０ ０
５０５ ひとだのめなる ２ ０ ０
５０６ ひとたび ２ ０ ０
５０７ ひととせに ２ ０ １
５０８ ひとにしられぬ ２ ０ ０
５０９ ひとのかたみ ２ ０ ０
５１０ ひとのかたみか ２ ０ ０
５１１ ひとのこころを ２ ０ １
５１２ ひとはいさ ２ ０ ０
５１３ ひとりのみ ２ ０ ０
５１４ ひとをおもひ ２ ０ ０
５１５ ひとをおもふ ２ ０ ２
（１９）
―２８０―
５１６ ひろひおきて ２ ０ ０
５１７ ふくからに ２ ０ ０
５１８ ふくごと ２ ０ ０
５１９ ふくらむ ２ ０ ０
５２０ ふみわけ ２ ０ ４
５２１ ふみわけて ２ ０ ３
５２２ ふゆくさ ２ ０ ０
５２３ ふゆごもり ２ ０ ０
５２４ ふゆながら ２ ０ ０
５２５ ふりしく ２ ０ ０
５２６ ふりしけ ２ ０ １
５２７ ふりつつ ２ ０ ２
５２８ へだつ ２ ０ ０
５２９ ほころび ２ ０ ０
５３０ まがき ２ ０ ２
５３１ まがふ ２ ０ ０
５３２ まさらじ ２ ０ ０
５３３ まさるな ２ ０ １
５３４ まつはれ ２ ０ ０
５３５ まつやま ２ ０ ２
５３６ まどふ ２ ０ ３
５３７ みえなむ ２ ０ ０
５３８ みえねど ２ ０ ０
５３９ みえわたる ２ ０ ０
５４０ みえわたるかな ２ ０ ０
５４１ みかき ２ ０ ０
５４２ みかさのやま ２ ０ ０
５４３ みだる ２ ０ １
５４４ みだれむ ２ ０ ０
５４５ みちのく ２ ０ ３
５４６ みづのあわ ２ ０ ０
５４７ みづのおも ２ ０ ０
５４８ みなと ２ ０ １
５４９ みむひと ２ ０ ０
５５０ みもせぬ ２ ０ ０
５５１ みやき ２ ０ ０
５５２ みるまで ２ ０ ０
５５３ みるらむ ２ ０ ０
５５４ めもはるに ２ ０ ０
５５５ ものおもひもな ２ ０ ０
５５６ ものならなくに ２ ０ ０
５５７ ものゆゑ ２ ０ ３
５５８ もやすると ２ ０ ０
５５９ もゆる ２ ０ １
５６０ やあはれと ２ ０ ０
５６１ やたれ ２ ０ ０
５６２ やちよ ２ ０ ３
（２０）
―２７９―
５６３ やどのはな ２ ０ １
５６４ やなぎ ２ ０ ０
５６５ やまがは ２ １ ０
５６６ やまのかひ ２ ０ １
５６７ やまびこ ２ ０ ２
５６８ ゆきかふ ２ ０ ０
５６９ ゆきふみわけて ２ ０ ０
５７０ ゆふぐれ ２ ０ ５
５７１ ゆふづくよ ２ ０ １
５７２ よただなく ２ ０ ０
５７３ よどみ ２ ０ ０
５７４ よにこそ ２ ０ １
５７５ よのうき ２ ０ ３
５７６ よひよひ ２ ０ １
５７７ よよに ２ ０ ０
５７８ よるこそ ２ ０ ０
５７９ よるなみ ２ ０ ０
５８０ よをへて ２ ０ ０
５８１ わがおもふひと ２ ０ １
５８２ わがごとく ２ ０ １
５８３ わがころも ２ ０ １
５８４ わがころもで ２ ０ １
５８５ わかず ２ ０ ０
５８６ わかなつみ ２ ０ ３
５８７ わかぬ ２ ０ １
５８８ わがみひとつ ２ ０ １
５８９ わがやどのはな ２ ０ １
５９０ わかる ３ ０ １
５９１ わかるるなみだ ２ ０ ０
５９２ わかれし ２ ０ １
５９３ わかれて ２ ０ ０
５９４ わきてをらまし ２ ０ ０
５９５ わびしかり ２ ０ １
５９６ わびしけれ ２ ０ ０
５９７ わびしらに ２ ０ ０
５９８ わびて ２ ０ ２
５９９ わぶと ２ ０ ０
６００ わぶとこたへよ ２ ０ ０
６０１ われなれや ２ ０ ０
６０２ われも ２ ０ ３
６０３ をしければ ２ ０ ０
６０４ をとは ２ ０ ０
６０５ をとめ ２ ０ ０
６０６ をらまし ２ ０ ０
６０７ をりつる ２ ０ ０
（２１）
―２７８―
